
令和４年度前期日程入学試験学力検査問題
令和４年２月２６日

数 学 〔理系〕

志望学部／学科／専攻 試験時間 指定解答用紙
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１． 試験開始の合図があるまで， この問題冊子， 解答用紙を開いてはいけない。

２． この問題冊子は， ６ページである。 問題冊子の白紙のページや問題の余白は草案

のために使用してよい。 なお， ページの脱落， 印刷不鮮明の箇所などがあった場合

には申し出ること。

３． 解答は， 必ず黒鉛筆（シャープペンシルも可）で記入し， ボールペン・万年筆など

を使用してはいけない。

４． 解答用紙の受験記号番号欄（１枚につき２か所）には， 忘れずに受験票と同じ受験

記号番号をはっきりと判読できるように記入すること。

５． 解答は， 必ず解答用紙の指定された箇所に記入すること。

６． 解答用紙を持ち帰ってはいけない。

７． 試験終了後， この問題冊子は持ち帰ること。
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前期：経済学部（理系）◎理学部 ◎ 医学部（医学科，

　　

保健学科放射線技術科学専攻◎検査繊術科学専攻）◎

　　

歯学部 ◎ 薬学部◎工学部◎農学部

回

　

Ｋを３ょり大きな奇数とし，ｚ十ｍ十 ＝Ｋ を満たす正の奇数の組（らｍ か

の個数 刃 を考える。 ただし， たとえば， Ｋ ＝ ５のとき， （Ｚ，鳴 れ）＝ （１，１，３）と

（も鶴れ）＝（１，３，１）とは異なる組とみなす。

（１）‐Ｋ ＝９９のとき， Ｎ を求めよ。

（２） Ｋ＝９９のとき，らｍ，れの中に同じ奇数を２つ以上含む組（Ｚ，ｍ，れ）の個数を

　　

求めよ。

（３） Ｎ＞” を満たす最 ・の Ｋ を求めよ。

図

　

。を実数とし， 実数 の関数ｆ②）ニ メ 十３ 超 絶 ＋１）２を考ぇる。

（１）ず＠）の最小値が負となるようなαのとりうる値の範囲を求めよ。

（２）α＜２のとき，ヂ（の）は２つの極小値をもつ。 このとき，ｆ（の）が極小となる劣

　　

の値をα，，α２（α，＜α２）とする。 ヂ（α，）＜ヂ（α２）を示せ。

（３）ヂ（）がのくβにおいて単調減少し， かつ，ｚ＝βにおいて最小値をとると

　　

する。 このとき， αのとりうる値の範囲を求めよ。
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前期：経済学部（理系）・理学部。医学部（医学科‐ 保健学科椅騎線特術科学専攻。＼
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正の整数 に対して，

　　　　　　　　

　　　

た＝１

とする。

（１）正の実数 に対して， 次の不等式が成り立つことを示せ。

÷三÷≦▽丁；テー・≦
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（２）極限値 遭熟Ｓれを求めょ。

図

　

平面の第・象限内々こおぃて， 直線ゑ彩＝ 伽 （の ０）と 軸の 励むこ接

している半径αの円をＣとし， 円Ｃの中心を通る直線 ＝≠の（ｔ＞０） を考える。

また， 直線βとの軸， および， 円じのすべてにそれぞれ１点で接する円の半径を

もとする。 ただし， も＞αとする。

（１） ｍ を用いてむを表せ。

（２）ｔを用いて 三 を表せ。

　　　　　　　

　

（３）極限値 概 ＊（三一・）を求めよ。
さ
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前期：経済学部ｒ理系）。理学部・医学部（医学科． 保健学科放射線技術科学専攻ｏ＼

　

Ｊ

　

欄

　　　　　　　

川州ｎｔ【ｒ

　

＼－′“

　

／

　　　　　　　

ト醐ｆ

　

Ｍ

　　　　　　　

一十

　

門ｒ

　

＼

　

ｒｌｌｌ’

　　　　　

ｒＴｈｆＨＭＷＭＴｍ…”丁▼‐

　

Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

検査技術科学専攻）・歯学部ｏ薬学部・工学部・農学部

国 座標空間内におぃて， ベクトル

す ＝（，，２，．），
す ＝（・，・「１）， ＝（０，０，１）

が定める２直線

ぞ＄す， 〆，房 十ブ

　

（ 熟ま実数）

を考える。 点Ａ，を原点（０，０，０）とし， 点Ａ，から直線β′に下ろした垂線をＡ，Ｂ，

とおく。 次むこ， 点Ｂ，せ．す十ブ）から直線βに下ろした垂線をＢ・Ａ２とおく。 同様

に， 点Ａ森にす）から直線〃に下ろした垂線をＡた劫， 点Ｂばなす十 ）から直線ぞ

に下ろした垂線をＢにＡた＋，とする手順を繰り返して， 点Ａ ＠す），Ｂ（ちす十ブ）

（れは正の整数） を定める。

（１）ｓれを用いてｓれ十，を表せ。

（２）極限値Ｓ＝ ｌｉｍ ｓれ，Ｔ ＝ ｌｉｍ ら を求めよ。

　　　　　　　　　

れ一閃

　　　　　　　　　　

筋一閃

（３）（２）で求めたｓ，Ｔに対して， 点Ａ，ＢをそれぞれＡ（ｓす），Ｂ（Ｔす＋ ）と

おくと， 直線ＡＢは２直線β，ぞ′の両方と直交することを示せ。

回

　

半径・の円を底面とする高さが 霧 の直円柱と， 半径が の球を考ぇる。

直円柱の底面の円の中心と球の中心が一致するとき， 直円柱の内部と球の内部の

共通部分の体積Ｖ（γ）を求めよ。
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